
この現況届は、被扶養者の認定にあたり生計維持関係の根拠書類として重要な資料となりますので、下記事項について事実にもとづき正確にご記入下さい。

以下、各該当する番号を○で囲み必要事項を記入して下さい。

1 被保険者の現況 収入
1 無

年間収入 円 総支給額（月額） 円
　＊新規加入の場合は見込み額を記入してください 2 有

1 2 3 有に○を囲んだ方のみご記入下さい。

住居に係る費用 持ち家のローン又は賃貸料 収入の種類
円

労働収入 (パート等全てを含む) 月額収入 円 給与明細３ヶ月分
家族構成

年金収入 月額収入 円 所得証明添付
　氏　　　　　名

不動産収入　　農業収入 月額収入 円 所得証明添付

その他の収入 月額収入 円 所得証明添付

扶養申請理由

1 出生のため 2 退職により収入がなくなったため

2 被扶養者の現況 対象者氏名 3 国民健康保険の指示があったため 4 当健保組合に資格取得したため

申請された方の現在加入している健康保険の種類 5 他の家族の扶養となっていたが、異動等により扶養から削除されたため

1 健康保険 本人 2 健康保険 扶養者 6 その他

被保険者が扶養しなければならない理由を詳しく記入して下さい。
3 国民健康保険 4 各種共済組合

5 その他(　　　　　　)

裏面に続く

NO.1被保険者及び被扶養者の現況届

持ち家 賃貸住宅 社　宅

続　柄 年　　齢 職　　業 月額収入 同居・別居



① 届出時点での雇用保険（基本手当）の受給状況について

状況 ④ 収入 □ 　無 □　有
　□　雇用保険（基本手当）受給手続き中または受給中 別居している方の生計費は、どのように負担されておりますか

＊待期期間および給付制限期間中は被扶養者として認定できますが、受給

開始後の金額が3,612円（60歳以上5,000円）以上である場合は、被扶養者と 生計費 月額 円
して認められません

　□　雇用保険（基本手当）受給終了 収　入 月額 円
　□　雇用保険（基本手当）受給延長中

　□病気療養のため 不足額
　□出産　令和　　年　　月　　日（予定日）

　□　受給条件を満たす就労期間がないため雇用保険（基本手当）を受給できない。 被保険者負担額 月額 円
　□　退職後は働く意思が無いため雇用保険（基本手当）を受給しない。

　□　従前より無職のため、雇用保険（基本手当）の受給対象外である。 被保険者以外の方の負担額がある場合はその金額 円

② 傷病手当金（ケガや病気を理由に退職）または出産手当金（出産を理由に退職）について その負担している方の続柄
傷病手当金 □　受給あり □　受給なし その負担している方の氏名
出産手当金 □　受給あり □　受給なし

＊受給ありの場合は、日額を確認するため支払い決定通知書（写）を添付してください。 送金方法 □ 　振込

□ 　現金書留
③ 収入がある方の扶養申請について

ご記入下さい。

申請扶養者１人の生計費内訳を正確に記入して下さい。 ⑤ 18歳以上の学生である子供の扶養申請 （在学証明書を添付して下さい。）
(共用費用は、その人数で徐して算出して下さい。)

学校の入学年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　　　日
住居費 円

食   費 円 学校の卒業予定年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　　　日
光熱費 円

被服費 円

医療費 円 令和　　　年　　　月　　　日
医療等交通費 円 上記記載に相違ありません。
医療等雑費 円

租税、社会保険料等 円

その他 円 事業所名称
(詳しく記入して下さい。)

合　　　計 円 氏　　　　　名
生計費とは、生活に必要な費用となります。

ローン、預貯金、生命保険料は、含まれません。

※送金相手がわかる銀行または郵便振
込みの控えの写し、現金書留引受け票
等の写しを添付してください。

NO.2
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